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 本事業団は、本 事 業団の目的とする が んの予防及び撲滅 の ため、必要な研究 、 調査、助

成、研修、普及活 動 等を行い、もって 国 民の健康と福祉の 増 進を図るべく 、次 の 事業を計

画した。  

 

１．がんの予防、治療及び撲滅のために必要な各種の研究・調査事業（定款第 4条 3号）  

 

東京医科大学と共 同 で、がんの予防、 治 療及び撲滅に資す る べく、以下の研究 を 実施

する。（研究成果 の 概要は、 過年度の も のを含めて掲載可 能 なも のから本事業 団 のホー

ムページに随時掲 載 する。）  

  

(1) 予防、治療等に 関する研究 （収支 予 算書 1号事業）  

 

ア  肺がんの予防 ・ 早期発見に関する 研 究  

ａ . AI画像技術によ る肺結節の自動診 断 （継続）  

ｂ . Liquid biopsy による肺がんの早 期 発見システムの開 発 （継続）  

ｃ．肺癌骨転移の 早 期発見を目指した バ イオマーカー研究 （ 継続）  

ｄ．胸部薄切  CT 所見に基づく早期肺 癌 に対する経過観察 の 単群検証的試験  

 

 

  イ  肺がんの 治 療に関する研究   

ａ．低侵襲治療法 の 開発  

①  VR・ AR・ MRを用 いた低侵 襲肺癌手 術 に関す る臨床研究 （ 継続）  

②  AI画像技術によ る肺がんの縮小手 術 適応症例の選別 （ 継 続）  

③  ロボット支援 に よる肺がん手術の 臨 床研究 （継続）  

④  RFIDマイクロチ ップを用いた微小 肺 腫瘍マーキング法 と 低侵襲肺切除術  

⑤  80 歳以上の高齢者肺 野末梢小型非小細 胞 肺癌における区域 切 除  vs. 楔状  

切除のランダム化 比 較試験  

 

 

ｂ．肺がんの集学 的 治療に関する研究  

①  ゲノム医療の 臨 床応用 （継続）  

②  免疫チェック ポ イント阻害剤の効 果 予測因子の研究 （ 継 続）  

③  免疫チェック ポ イント阻害剤の術 前 導入療法、術 後補 助 療 法の治験参加  

（継続）  

    ④  分子 標 的治療薬を用いた 周 術期療法の 治験参 加  

    ⑤  肺癌 術 後オリゴ転移再発 に 対する局所治療の 有 効性を検証するた め の多施設

共同第 III相試験  

    ⑥  肺扁 平 上皮癌に対する免 疫 チェックポイント 阻 害剤の効果予測因 子 に関する

AI病理解析 （継続 ）  

⑦  肺癌に対する サ ルコペニアの新規 評 価法の開発と予後 因 子における研究  

 

 

ｃ . 肺がんの個別 化 医療の研究  

①  PET-CTを用いた 肺が んの個別化治療法 の 探索 （継続）  

②  ゲノム解析による が んの質的評価と薬 剤 選択に関する研究 （ 継続）  

③  免疫学的治療 のバ イ オマーカーの研究 （ 継続）  

④  完全切除されたリ ン パ節転移陰性の非 小 細胞肺癌（ > 2cm）患者に対する、 UF

Tを用いた術後補助 化 学療法における EGFR遺伝子変異の影響  

 

 

 ウ  消化器がん の 予防（一次、二次 ） に関する研究   

ａ . ピロリ菌除菌 に よる胃がんの予防 （ 継続）  

ｂ．  メトホルミンに よる膵がんの予防 （ 継続）  

     ｃ．  インドメ タシンによる大腸 ポ リープの予防 （継 続 ）  

     ｄ．  ウルソデ オキシコール酸の 胆 道癌発生の抑制に 関 する研究 （継続）  

   ｅ．  潰瘍性大 腸炎の抗炎症作用 薬 に よる発癌リスク 抑 制に関する研究 （ 継 続）  

f.  ピロリ菌除菌後 の胃がん再発チェ ッ クシステムの確立 に 関する研究  
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 (2) がんの病態等 に関する研究 （収 支 予算書 2号事業）  

 

ア  肺がんの生物 学 的悪性度評価に関 す る研究   

ａ．次世代シーク エ ンサを用いたゲノ ム 解析（継続）  

ｂ． AI画像診断によ る肺がん悪性度の 治 療前評価の研究（ 継 続）  

ｃ . 血清由来エクソ ソームを用いた脈 管 浸潤陽性肺がんの 特 性研究 （継続）  

ｄ．肺扁平上皮癌 細 胞核の病理 AI解析に よる早期再発予測 に 関する研究 （継続 ）  

ｅ．肺小細胞癌の 新 規治療標的として の 神経変 性疾患関連 バ イオマーカー解析  

（継続）  

ｆ．超高分解能質 量 顕微鏡を用いた肺 癌 の悪性度に関する 研 究 （継続）  

 

 

イ  間質性肺炎合 併 肺癌の特性と急性 増 悪のリスク評価  

ａ．間質性肺炎合 併 肺がん症例に対す る 内視鏡的レーザー 治 療の臨床試験 （継 続 ）  

 

 

  ウ  消化器がん（ 食道がん、胃がん 、 大腸がん、肝臓が ん 、膵臓がん、胆道 が ん）

に関する研究   

   ａ . 潰瘍性大 腸炎の発癌関連遺 伝 子に関する検討 （ 継 続）  

ｂ . 膵がんのエク ソ ソーム解析から見 た 発癌機構の研究  

   ｃ . メタボロ ーム解析から見た 胃 がんの組織亜型 と 予 後  

ｄ . 肝細胞がんに 対 するナノナイフ治 療 の有用性の検討 （ 継 続）  

ｅ . 消化器がんに 伴 う十二指腸狭窄に 対 する超音波内視鏡 ガ イド下胃空腸吻合 術

の長期予後に関す る 研究 （継続）  

ｆ . 慢性膵炎発癌 リ スクの疫学的研究 （ 継続）  

 

 

 

２．がんの研究者に対する研究助成事業（定款第 4条 7号）（ 収支予算書 4号事業）  

 

  本年１０月に が ん研究者に対する 研 究助成金の交付を 実 施するにあたり、 本 年７月

に東京医科大学の 学 報およびホームペ ー ジにおいて全国の が ん研究者に対し募 集 を実

施する。応募者の 申 請書類を本団の研 究 助成金審査委員 会 委 員の評価を得 た上 で 、同

委員会にて授与者 を 決定する。本年度 の がん研究助成金は 総 額で ５００万円を 予 算計

上する。また、研 究 助成金審査委員会 の 審査結果は、速や か に本事業団のホー ム ペー

ジに掲載する。（ 研 究成果の概要は、 過 年度のものを含め て 掲載可能なものか ら 本事

業団のホームペー ジ に 随時掲載する。 ）  

 

 

 

３．がん検診事業及び健康診断事業等（定款第 4条 1号 ･2号 ･9号）（収支予算書 5号 事業）  

 

(1) がん検診  

肺がん検診、消化 器 がん検診 （血清免 疫 学的研究を含む） を 中心に、本事業団 所

在地等において集 団 検診等を実施する 。 自治体契約集団検 診 等として １４，２ ８ ５

名を予定（健康診 断 含む）。過疎地域 、 環境汚染地域及び 公 害発生地域などへ の 積

極的な検診をフォ ロ ーを含め行うべく 、 自治体を対象にし た がん検診の更なる 推 進

を図る。  

また、膵臓がんや 肝 臓がんの早期発見 法 の確立を目指した 研 究を平成 28年度後期

から東京医科大学 と 共同で着手し てお り 、その成果を本事 業 にも反映させてい く 。  

がん検診は、本事 業 団の柱となる公益 目 的事業である。  

本事業団の公益目 的 事業比率を向上さ せ 本事業団の 存在意 義 を さらに高めるた め

にも、がん検診の 利 用者の増加を図る 。 具体 的には、本事 業 団ががん検診を行 っ て

いること、本事業 団 のがん検診は膵臓 が んや肝臓がんの早 期 発見もできるクオ リ テ

ィの高いものであ る ことを本事業団 ホ ー ムページ 等でさら に 積極的にアピール す る

とともに、がん検 診 の価格設定につい て も ホームページ等 で わかりやすく公開 す る

ことなどを検討 の 上 、適宜実施 する。  
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 (2) 検診データ バ ンクの構築  

検診データバンク （ 平成 17年度～）のさ らなる構築を図る べ く、 引き続き各種 検

診データ及び画像 資 料等の蓄積、整理 並 びに保管方法等に つ いて具体的に検討 を

進め、これを実施 す る。  

 

 (3) 健康診断  

    収益事業 と して、がん検診受 診 者等 （小中高大学 の 教職員健診を含む 。 ）の希望

に応じて健康診断 を 実施する。 本事業 団 の永続的な発展の た め、受診者数の増 加

など収益率の増加 の ための 方策につき 検 討し、随時実施す る 。  

 

 

 

４．医師等に対する教育・研修事業（定款第 4条 4号）（収支 予算書 6号 ･7号事業）  

 

(1) 一般教育・研 修  

 

 肺がんに関して  

以下の研修会等を 東 京都内の開業医、 専 門医に対して、東 京 医科大学と共催

 して行う。  

ａ . 学術講演会（年 数回 、東京医科大 学 病院・近隣・約 60名 ）  

 ｂ . がん診療 連携 としての講習会（ 年 1回、東京医科大学 病 院主催）  

 

 

消化器がんに関し て  

以下の研修会等を 東 京都内の開業医、 専 門医に対して、東 京 医科大学と共催

 して行う。  

     ａ . 消化 器がんの最新情報 に 関する講演会  

（年数回、東京医 科 大学 病院 ･近隣 ･約 60名）  

ｂ . がん診療連携 に 関する講演会  

（年数回、新宿区 ･中 野区 ･杉並区診療所 と 共催 ･約 40名）  

       ｃ . 東京 医科大学大学院生 に 対する消化器がん の 最新研究に対する 講 演会  

（年 6回、東京医科 大 学 病院主催）  

 

 

(2) がんの専門医 養 成のための教育・ 研 修  

 

   包括的な知識を 有する肺がんの専 門 医養成  

広い視野を有する 肺 がんの専門医を養 成 するため、東京 医 科 大学の研修医、

大学院生、および 東 京都内のがん専門 医 、開業医を対象と し て、肺がん教育事

業を行う。  

 ａ．外部の施設 よ り研究者を招聘し て の講義を実施  

       （ 5月 から 12月にかけ 2－ 3回・毎回約 40名）  

ｂ．若手呼吸器外 科 医を対象とした包 括 的手術シミュレー シ ョン法の確立  

 

 

 

５．がんに関する正しい知識を普及するための講演会等実施事業（定款第 4条 5号）  

（収支予算書 8号事業 ）  

 (1) がんの予防 等 に 関する講演会（ 公 開講座）  

 

一般市民を対象に 下 記表の予定で実施 す る。なお、新型コ ロ ナウイルス感染拡 大

防止の観点から、 公 演は動画にて公開 の 予定である。  

    （東京医科大 学病院と共催）  
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2023年 (令和 5年度 ) 市民公開講座  予 定 一覧  

開催月日  科  講師  講演テーマ  

4月 21日 (金 )  産 婦 人 科  佐 々 木  徹  講 師  子 宮 頸 が ん に つ い て  

7月 21日 (金 )  消 化 器 内 科  杉 本  勝 俊  講 師  肝 が ん に つ い て  

9月 29日 (金 )  
呼 吸 器 ・ 甲 状 腺

外 科  
垣 花  昌 俊  講 師  最 新 の 肺 が ん 診 断 ・ 治 療  

11月 9日 (木 )  
消 化 器 外 科 ・ 小

児 外 科  
石 崎  哲 夫  大 腸 が ん に 対 す る 低 侵 襲 手 術  

 

 

 (2) がんに関する 講演会（公開講座 ）  

 

一般市民を対象に 下 記の概要で毎年計 画 しているが、 本年 度 は新型コロナウィ ル

スの感染拡大防止 の 観点から計画を見 合 わせたい。  

    （東京医 科 大学 病院内・一般 市 民・約 250名・無料）  

    （本事業 団 主催）  

 

 

 

６．がんに関する出版物の刊行事業（定款第 4条 6号）（収支 予算書 9号事業）  

 

 がんに関する出版物 刊行 につき、引き 続 き検討する。  


